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とを明記しておきたい。）   






ものを，そのまま踏襲している。   

































う。   
なぜならば，非言語的交流をも含むコミュニケー  
ション能力とは，その個人の「人となり」と深く関  












DepartmentofNursing，SchoolofHealthSciences，Facultyof   
Medicine，KyotoUniverslty  
受稿日 2005年9月9日  
（1）伝言ゲーム（主指導・岩村）   
目標：情報の正確な伝達   
看護の現場においては，まず，情報を正確に伝える  
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（主指導・宮島）   
目標：粘土で作られた作品を通して，相手の気持ち  
をどの程度察することができるか試してみる。   
（演習中，粘土の作品をデジタルカメラで撮影して  




〈教示〉   
①「今の思い，悩みなどを，粘土の形にして表現し  
てください。』。（約10分間）   
②「自分の作品を，右回りで一人おいて隣の人に渡  
してください。」   
③「渡された人は，その相手の気持ちになって，作  
品に手を加えてください。」（約5分間）   
④「手直しした作品を，再びもとの人に戻してくだ  
さい。」   
⑤「もとの人は，手直しされた意図を汲み取り，さ  
らに自分の気持ちを加え  


































（2）空間の手がかり   
目標：空間のてがかりがコミュニケーションにどの  
ような影響を及ぼすかを体験的に知る。   









などいくつかのバリエーションをつけて行った。   
体験の後，条件の違いによって距離・方向・視線な  
どがどのように受け止められたかについて話し合いを  

























て，以下の諸点について講義を行った。   
目標：基本的知識の整理  
〈講義内容〉   
①聞く力を育てる（相手の話にじっくり耳を傾け  
る，内容の把握，共感的理解）   
②自分の考えをまとめる力を育てる（聞いたことに  
ついて自分なりの考えを持ち得るか，その論旨が整理  

















手は，何も反応せず，下を向いたままでいた。   
2役割交代し，語り手は「最近うれしかったこと」  
について2分間話した。聞き手は，否定的な言葉は発  




など）をしながら聞いた。   














応はされたくない！』と感じたのは？」   
2「反対に，『こういう対応をしてもらえてよかっ  
た！』と感じたのは？」   
3「それでは，自分が誰かの相談にのるとき，どの  









転：対話の展開（3分） 話し手の気づきを促す，あるい  
は控えめな助言・提案など  
結：対話の締めくくり（2分）こころの『蓋』をそっと閉  
める   
架空状況の設定；「話し手は自転車事故で怪我をし  









第5回授業   
第4回に引き続き，同じ形式でロールプレイの演  
習。「転」と「結」に進み，全体を通しての流れを体  
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じられた。今後は，まず，授業内容の整理・改良に着  

































































聞き手の両方を体験した後，感想を話し合った。   
最後に，この授業（6回）を受けたことによって，  
自分のコミュニケーション観に何らかの変化があった  
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